
 
 

 

2019 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

33506 
環境デザイン 

Environmental Design 
武田 美恵 専門 １ 選択 １・２年後期

科目の概要 

広い視野と柔軟な思考により，独自の発想や表現によって社会の中で貢献できるよう，環境を丹念に観察することによ

り着想を得，造形を行う．環境の様々な資源，特質の活用に資する造形行為の重要性について理解を深める．  

現地観察，調査，検討を行った後，グループで議論し,最終的にプレゼンテーションを実践することにより，自己の価値

観を構築しながら，環境に適した空間デザインを提案できる力,すなわち社会人基礎力としての主体性，働きかけ力、

実行力が身につけられる。 

学修内容 到達目標 

① 環境について理解する 

② 環境を調査する 

③ デザイン力を養う 

④ 環境を調査したことを分かりやすく伝える 

① 環境に対する理解を深める 

② 環境に対する観察力を養う 

③ デザインを通して説得することができる 

④ コミュニケーション力が向上する 

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 自分の考えを述べる．授業以外の時間を使い，自分で課題について調べてきたことを記

述できる．課題をするのに必要な知識について，文献を使って自己学修をすることができ

る 

働きかけ力 議論において積極的に発言する 

実行力 議論を形にする 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 現状や現況の調査分析を行う 

計画力 調査分析に基づき計画する 

創造力 物事を考える時に，固定概念に捉われることなく色々な方向から考えることができる 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 積極的に発言し，プレゼンテーションで人に伝える 

傾聴力 グループワークで人の意見を確認し，さらに自分の意見を述べることができる 

柔軟性 グループ討議をする際に自分と異なる意見や価値観を尊重し，柔軟に受け入れることが

できる 

情況把握力 現状について入念に調査することにより現状を把握する 

規律性 自分の都合を優先することなく集団のルールを守ることができる 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 ストレスを抑制するための方法を検討する 

テキスト及び参考文献 

テキスト：なし 

参考文献：なし 

必要に応じてプリントを配布する 

他科目との関連、資格との関連 

他科目との関連：造形系実技科目との関連が期待できる 

資格との関連：特になし 

学修上の助言 受講生とのルール 

環境系の新聞記事，雑誌に目を通したり、緑地公園などに

出かけ、空間の居心地の良さの要因は何かを観察してお

くとよい。 

未提出物，欠席回数が多い場合は，不合格になります。 

授業参加姿勢が悪い場合も不合格の対象になります。 

 



 
 

【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

筆記試験  

①   

②  

③  

④  

⑤  

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート 10 

①  ・課題「オープンガーデン」A4 で 1 枚 

・講義で紹介するオープンガーデンについて、地域活性化や住民の生き甲斐

につながる取り組みについて、他の事例を調べる力、自分の意見をまとめら

れる能力を評価する。 

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（口頭・実技） 
40 

①  ① ,②授業の理解度についてどれくらい学習内容を説明できるか評価する 

②  
③  

④  

⑤  

作品 40 

①  作品そのものだけではなく，実際の作業状況などプロセスを評価する 

プレゼンテーションシートの美しさ，まとめ方，説得力を評価する 

 

作品の完成度が特に高い：40 点,完成度は高く表現にも工夫が見られる：30

点,完成はしているが、表現方法に工夫と努力が必要である:10 点 

②  

③  
④  

⑤  

社会人基礎力

（学修態度） 
10 

①  （主体性）積極的に授業に参加し，課題を発見するとともに，それに基づき制

作することができる  

（実行力）調査内容や議論をスケッチなどの形として提案できる  

（課題発見力）調査内容の検証や議論により課題を発見することができる  

（創造力）さらに良いものにするための提案ができる  

（発信力）自身のデザインの良さ，環境への貢献度を分かりやすくプレゼンテ

ーションできる  

（傾聴力）人の発表など，メモをとるなど積極的に聴く  

（規律性）作業しやすい服装で参加することにより，積極的に調査することが

できる．時間に厳格に作業できる 

②  

③  

④  
⑤  

その他  

①   

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 

割合 
100 

   

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びＣ（可）の基準 

作品の質，プロセスの充実度,発表に対して評価する 

Ｓ（秀）：独自の提案が盛り込まれており、作品の完成度が

特に高い 

A（優）：完成度は高く表現にも工夫が見られる 

 

B（良）：完成はしているが、表現方法に工夫と努力が

必要である 

Ｃ（可）：最低限、発表できる作品が完成している 



 
 

 

週 学修内容 
授業の実施方法及びフ

ィードバック方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）
能力名

１週 

/ 

ガイダンス 

環境について理解する 

講義 

環境について講義す

る． 

質問に対してフィードバ

ックする． 

環境デザインに関する講

義の内容について理解

し，ポイントが整理されて

いること． 

（復習）講義内容につ

いてノートをまとめ直

す 

45
規律性

傾聴力

２週 

/ 
環境について理解する 

講義 

環境について講義す

る． 

質問に対してフィードバ

ックする． 

環境デザインに関する講

義の内容について理解

し，ポイントが整理されて

いること． 

（復習） 

講義内容についてノ

ートをまとめ直す 

45
規律性

傾聴力

３週 

/ 

空間デザインについて理解

する 

講義 

空間デザインとその意

義について講義する．

質問に対してフィードバ

ックする． 

空間デザインに関する講

義の内容について理解

し，ポイントが整理されて

いること． 

（復習） 

講義内容についてノ

ートをまとめ直す 

45
課 題 発

見力 

４週 

/ 

空間デザインについて理解

する 

演習 

空間デザインとその意

義について，予習して

きた知見をグループご

とにまとめる.質問に対

してフィードバックする.

予習してきた具体的事例

について，ポイントが整理

され，グループメンバーに

わかりやすく説明すること

ができる．グループ議論に

参加する． 

（予習） 

グループメンバーに

発表する内容をまと

めてくる 

45
課 題 発

見力 

５週 

/ 
基礎トレーニング１ 

演習 

グループごとに発表資

料を制作する. 

質問に対してフィードバ

ックする. 

グループ議論に参加す

る．発表資料の制作に参

加する. 

（復習） 

発表資料の完成度を

高める 

45
主体性

発信力

６週 

/ 
基礎トレーニング 2 

演習 

グループごとに発表を

行う. 

成果物に対して評価を

行う．  

発表に参加する 

（復習） 

他のグループの良い

点，悪い点を発見し，

プレゼン方法の改善

点をまとめる 

45 規律性

７週 

/ 
本制作１-1（準備） 

講義 

空間設計課題の出題と

その意義について講義

する． 

質問に対してフィードバ

ックする． 

 

講義で紹介した内容につ

いて理解する 

（復習） 

現地調査に参加し，

調査した内容をまとめ

てくる 

45 主体性

８週 

/ 
本制作１-2（情報収集） 

演習 

提案内容(作品)をグル

ープで決定する． 

質問に対してフィードバ

ックする． 

グループ討議に参加し，

積極的に意見を述べる 

（復習） 

現地調査した内容に

基づき，設計提案の

内容を練る 

45
主体性

発信力

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 



 
 

週 学修内容 
授業の実施方法及びフ

ィードバック方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）
能力名

９週 

/ 
本制作１-3（立案） 

演習 

設計計画地に設置する

作品のデザインを立案

する．立案に対して指

導する. 

グループ討議に参加し，

積極的に意見を述べる 

（復習） 

設計提案の内容を練

る 

45

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

10 週 

/ 
本制作１-4（制作） 

演習 

グループで作品の制作

に取り掛かる．模型制

作を指導する． 

模型制作に参加する 

（復習） 

授業内でできなかっ

た部分を各自補う 

45
主体性

実行力

１１週 

/ 
本制作１-5（制作） 

演習 

グループでプレゼンテ

ーション資料を作成す

る．資料作成を指導す

る． 

プレゼンテーション資料の

制作に参加する 

（復習） 

授業内でできなかっ

た部分を各自補う 

45
主体性

実行力

１2 週 

/ 
本制作１-6（成果発表） 

演習 

グループごとに発表を

行う．発表方法を指導

する． 

発表に参加する 
（予習） 

発表練習をする 
45

主体性

実行力

１3 週 

/ 
本制作 2-１（準備） 

演習 

空間デザインに関する

講義を行う.課題模写の

練習を指導する. 

空間デザインに関する講

義の内容について理解

し，ポイントが整理されて

いること． 

（復習） 

設計提案の内容を練

る 

45
主体性

実行力

傾聴力

１4 週 

/ 
本制作 2-2（制作・成果発表） 

演習 

出題された空間に対し

てデザインを立案，制

作し，各自発表する 

課題制作に取り組む 

（復習） 

振り返りのためのまと

めをする 

45
実行力

傾聴力

１5 週 

/ 
振り返り 

講義 

講義の振り返りを全員

で行う 

振り返りに参加し，意見，

感想を発言する 

（予習） 

振り返りのための考え

をまとめておく 

45 規律性

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 


